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授業の種類 講義 講師名

30回 時間数 60時間 ( 4単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

2023 授業概要　

授業回数 理学療法士科2年

科目名 運動療法学

各運動療法の基礎知識を理解し、実習の授業の理解を促進できる。

講義内容

運動療法学基礎

理学療法士の行う運動療法によっておこる生体への反応などを学び、運動療法の基礎理論を理解する。

運動学、解剖学、生理学を基礎知識にして、運動療法によって起こる生体への反応を理解する。

関節の構造と機能

関節の構造と機能

骨格筋の構造と機能

結合組織の構造と機能

結合組織の構造と機能

関節の構造と機能

骨格筋の構造と機能

骨格筋の構造と機能

神経系の構造と機能

骨格筋の構造と機能

骨格筋の構造と機能

骨格筋の構造と機能

一般的な組織の修復過程

一般的な組織の修復過程

一般的な組織の修復過程

神経系の構造と機能

神経系の構造と機能

神経系の構造と機能

基本的な運動の分類

基本的な運動の分類

運動学習について

一般的な組織の修復過程

一般的な組織の修復過程

一般的な組織の修復過程

関節運動学に基づいた関節モビライゼーション

関節運動学に基づいた関節モビライゼーション

定期筆記試験

運動学習について

関節運動学に基づいた関節モビライゼーション

関節運動学に基づいた関節モビライゼーション

筆記試験で評価する
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